
調 査  結  果  の  概  要  

 
１  発 育状 態に つ いて  

  愛 媛県の 子ど もたちの発育 状態 を、全国平均 や 平 成 27 年 度 の 県 平

均 と比較して みる と次のように なる 。  

 

 （ １ ） 身  長  

  前 年度県 平均 との比較では 、男 女とも 6 歳 か ら 17 歳 の 各 年 齢 の

ほ と ん ど で 同 じ か 、 若 干 上 回 っ て い る が 、 全 国 平 均 と の 比 較 で は 、

男女とも全て の年 齢で下回って いる 。  

 

・男子は、前 年度 県平均と比べ ると 、６歳、７歳 、９ ～ 16 歳 で 同

じ か 最 大 で 0.4 ㎝ 上回っている が、全国平均と比 べる と、全ての

年 齢 で 、 0.5～ 1.1 ㎝ 下回っている 。  

・女 子は、前 年度 県平 均と比べ ると 、６歳、８歳 、９ 歳、 12～ 16

歳 で同じか最 大 で 0.3 ㎝ 上回っ ているが、全 国平 均と比べると 、

全ての年齢で 、 0.3～ 1.0 ㎝ 下回っ ている。  

 

 

 （ ２ ） 体  重  

   前 年度 県平 均との比較で は、 男女とも 6 歳か ら 17 歳の各年齢 の

ほと んど で同 じか 、若 干上 回っ てい るが 、全 国平 均と の比 較で は、

男子は全ての 年齢 で、女子はほ とん どの年齢で下 回っ ている。  

 

・男子は、前年度 県平均と比べ ると 、６歳、７歳、９ ～ 12 歳 、14

歳 、 16 歳 、 17 歳で同じか最大 で 0.5 ㎏ 上回っ てい るが、全国平

均と比べると 、全 ての年齢にお いて 、 0.1～ 0.5 ㎏ 下 回 っ て い る 。 

・女子は、前年度 県平均と比べ ると 、６歳～９歳、11 歳 、12 歳 、

14 歳 ～ 17 歳で同 じか最大で 0.4 ㎏ 上回ってい るが 、全国平均と

比 べ る と 、12 歳 、14 歳 、17 歳は、同じか 0.2 ㎏ 上回 っているが、

それ以外の年 齢で は 0.1～ 0.5 ㎏ 下 回 っ て い る 。  

 

  身 体の発 育と 運動は非常に 密接 な関係がある こと から、今後 は、学

校生活や日常 生活 の中で、積極的に 体育活動に取 り組 むように促す と

ともに、望ましい 生活習慣を身 に付 け ら れ るよう に 各 学校の実態に 応

じ て 指導して いく ことが大切で あ る 。  

 

２  疾 病状 況に つ いて  

疾病状況につ いて 、疾病異常被 患率 を全国平均 や 平 成 27 年 度 の 県

の 平 均 等 と比 較 し てみると 次 の よう にな る 。  

 

（ １ ）脊 柱・胸郭・四肢 異 常（※四 肢 が 平成２８ 年度 から追加され た） 

全 国 平 均 と の 比較 では 、幼稚園 の男 女 以 外 の 年 齢 層 に おいて下

回 っ て い る 。  

 



（ ２ ） 裸眼視 力（ 1.0 未 満 ）  

前年度の県平 均と の比較では 、高等 学校の女子を 除い て上回っ

ており、ここ 数年 を み ても全体 的に 増加傾向とな って いる。  

な お 、 全 て の 年 齢 層 に お い て 全 国 平 均 よ り も 高 く な っ て い る 。 

 

（ ３ ） う歯（ むし 歯）  

前 年 度 の 県 平 均 と の 比 較 で は 、 全 て の 年 齢 層 (幼 稚 園 か ら 高 等

学 校 )に お い て 、 被 患 率 は 低 く な っ て お り 、 こ こ 数 年 を み て も 減

少傾向となっ てい る。  

なお、中学校 女子 と高等学校男 女は 、全国平均よ りも 低い 被 患

率となってい る。  

 

（ ４ ） 心臓の 疾病 ・異常  

前 年 度 の 県 平 均 の 比 較 で は 幼 稚 園 の 女 子 以 外 で 増 加 し て い る 。 

また、幼稚園 の女 子以外は全国 平均 を上回ってい る 。  

 

（５）腎臓疾 患  

前 年 度 の 県 平 均 の 比 較 で は 中 学 校 男 女 と 高 等 学 校 女 子 が 増 加

し て い る 。  

また、高等学 校の 男女以外は全 国平 均を下回って い る 。  

 

健 康診断や、日常 の健康観察の 結果 を踏まえ、医療機 関での 精 密 検

査や、治療を 勧め 、必要な事後 措置 を行うことは 重要 で あ る 。  

保 護 者 や 関係 機関 等 と 連 携 を 図 り な がら、今後 も健康 相談や保健指

導を通して、一人 ひとりの健康 状態 の把握や管理 に努 めることが望 ま

れ る 。  


